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パ ネ ル

高
嶋
米
峰
と

丙
午
出
版
社

大

　
谷

　
栄

　
一

　

近
代
日

本
の

仏
教
界
に

お

け
る

布
教
・

教
化
の

知

識
や

仏
教
研
究
者
の

学
知
の

成

果
は、

雑
誌
や

書
籍

等
の

印

刷
メ

デ
ィ

ア

を

通
じ

て

公
に

さ

れ

て

き

た
。

し
か

し、

ど

の

よ

う
な

布
教
・

教
化
が
行
わ
れ

、

ど

の

よ

う
な

研
究
成
果
が
も
た

ら
さ

れ

た

の

か

に

つ

い

て

は

研
究
の

進
展
が

あ
る

も
の

の
、

そ
れ
ら
が
ど

の

よ

う
に

公
刊
さ
れ、

受
容
さ
れ
た
の

か、

と

い

う
研

究
は

少
な

い
。

そ

こ

で、

本
報
告
で

は、

高
嶋
米
峰
（
］

八

七

五

ー
一

九

四

九）

ら

に

よ

っ

て

創
設
さ

れ

た

仏
教
系

出
版
社
・

丙

午
出

版
社
（

一

九

〇
六

ー
三

四
）

の

出

版
活
動
を

取
り

上
げ、

「

明
治
仏

教
（

近
代
仏
教
）

と

出
版
メ

デ
ィ

ア
」

の

関
係
と

い

う
観
点
か

ら
、

明
治
後
期
以
降
の

日

本

社
会
に

お

い

て、

〈

仏

教
〉

に

関
す

る

情
報
や

知
識、

学
知
が

〈

出
版
社
〉

と

い

う

メ

デ
ィ

ア

を

通
じ

て

ど
の

よ
う
に

公
に

さ
れ

て

い

っ

た

の

か

を
考

察
し

た
。

　

米
峰
は

、

評
論
家、

学
者、

教

育
家、

社
会
運

動
家

、

出
版
人

、

商
人

等
の

多
面
的
な
顔
を
持
つ

「

革
新
仏
教

思
想
家
」

（
池
田
英
俊）

で

あ
り

、

禁
酒
運

動
、

動
物
愛
護

運
動、

廃
娼
運

動
、

婦
人
運
動

等
に

関
わ

っ

た

行

動
す
る
仏
教

系
知
識
人
で

あ
っ

た
。

と

り

わ
け、

明
治
三

二

年
に

結
成
さ

れ

た

新
仏
教

徒
同
志
会
の

中
心
メ

ン

バ

ー

と

し

て、

新
仏
教
運

動
を

牽
引

し
た

在
家
仏

教
者
と

し

て

著
名
で

あ
る

。

　

明
治
三

四

年、

米
峰
は
、

恩

師
の

井

上

円
了
か

ら

哲
学
館
（

東
洋
大

学）

の

教

科
書
敗
売
を

依

頼
さ

れ、

大
学
近
く
に

鶏

声
堂

害
店
を

開
店

し
、

明
治
三

九
年
に

は

丙
午
出
版
社
を

創
業
す

る
。

出
版
社
の

運
営
に

際

し

て

は、

東
洋
哲
学
会
の

機
関
誌
『

東
洋
哲
学
』

の

編
集
や

円
了
が

設
立

し

た

哲
学
書
院
へ

の

勤
務
を
通
じ

て
、

編
集
者
・

出
版
者
と

し

て

の

ノ

ウ

ハ

ウ
を

習
得
し

た

も
の

と

思
わ
れ
る

。

　
現

時
点
で

確
認
で

き
て

い

る

丙

午
出
版

社
の

出
版

点
数
は

二

七

五

点

で、

出
版
物
の

ジ
ャ

ン

ル

は
、

仏
教

学、

哲
学

、

言
語
学

、

法

話、

評

論、

修
養、

社
会
主

義、

健
康
法、

神
秘
主
義、

文

学
と

幅
広
い

。

そ
の

ラ

イ

ン

ナ
ッ

プ

は

学
術
書
が

中
心
で

あ
る

も
の

の
、

エ

ッ

セ

イ
や
一

般
書

も

刊
行
さ

れ
て

お

り
、

］

年
問
に

平

均
一

〇
冊
の

刊

行
を
し
て

い

た
。

著

者
の

特
徴
は
、

（
｝
）

仏
教
学
・

印
度

哲
学
者
・

宗

学
者
（
井
上
円
了
・

前

田

慧
雲
・

大
内
青
巒
・

村
上

専
精
・

権
田

雷
斧
・

釈
宗
演

・

姉
崎
正
治

・

高

楠
順
次
郎

・

斎
藤
唯
信
・

秋
野
孝
道
・

忽
滑
谷

快
天
・

荻
原
雲

来
・

常

磐
大

定
・

木
村
泰

賢
・

矢
吹
慶
輝
・

長

井
真
琴
・

野
々

村
直
太
郎

・

竹
田

黙
雷
・

原
田

祖
岳
・

小

野
玄
妙
等）
、

（
二
）

評
論
家
・

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

（
二

宅

雪
嶺
・

黒

岩
涙

香
・

久
津
見
蕨

村
等）
、

（
三
）
東

洋
大

学
関
係

者

（
釈

清
潭
・

土

屋

弘
・

林
竹
次
郎

等
）

、

（

四）

「

新

仏
教
」

関
係

者
（
杉

村
楚
人
冠
・

渡
辺
海
旭

・

加

藤
咄
堂
・

境
野
黄
洋
・

鈴
木
大
拙
・

毛
利
柴

庵

等）
、

〔

五
）

社
会
主

義
者
（
幸
徳
秋
水、

堺
利
彦
等
）

と

大
別

す
る

こ

と

が

で

き、

米
峰
の

人
脈
に

も
と

つ

く
人
々

が

多
い

こ

と

が

わ
か

る
。

　
な

お
、

学

術
書
に

つ

い

て

は
、

明
治
三

〇
年
代
以
降
の

知
識
人
読
者
や

学
生
が

購
入
し
て

お

り
、

そ

の

う
ち

、

学
生
に

つ

い

て

は
、

教
科
書
と

し

て

買
い

求
め

て

い

た
こ

と
が

推

察
で

き

る
。

丙
午
出
版
社
の

企
画
と

し

て、

大
正

六

年
か

ら
一

二

年
に

か

け

て

刊
行
さ

れ

た

「

仏
教

大
観
」

シ

リ

ー
ズ

全
一

〇
巻
が

あ
る

が
、

こ

れ

は

も

と

も

と

「

仏
教
講
義
録
」

と

い

う

通

信
教
育
の

テ

キ

ス

ト

が

単
行
本
化
さ

れ

た

も

の

だ

っ

た

（
こ

の

発
想
自

148〔1240）
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体
も

、

円
了
の

「

哲
学
館
仏

教
専
修
科
講
義
録
」

に

発
想
を

得
て

い

る

と

思
わ

れ
る）

。

つ

ま
り、

仏

教
学
者
や
印
度

哲
学
者
の

講
義
を

「

講
義
録
」

と
し
て

パ

ッ

ケ
ー

ジ

化
し
、

そ
れ
を

活
字
メ

デ
ィ

ア

と

し

て

刊
行
し
た
の

が
こ

の

シ

リ
ー
ズ
で

あ
り、

こ

の

シ

リ

ー
ズ
が
、

学
校
と

い

う
場
で

教
科

書
と

し
て

用
い

ら
れ

た

の

で

あ
る

。

つ

ま

り
、

米
峰
は、

教
科
書
を
販

売

す
る

役
割
を
鶏

声
堂
書
店
で

引
き

受
け
る

の

み

な
ら
ず、

教
科
書
を
出

版

す
る

役
割
も、

丙
午
出
版
社
を

通
じ
て

引
き

受
け
た
の

で

あ
る

。

　

明
治
三

十
年

代
は

近
世
的
読
書
の

世
界
か

ら
、

活
字
メ

デ
ィ

ア

を
基
盤

と

す

る
近

代
的
読
書
世
界
へ

の

転
換
期
で

あ
る

（
永
嶺
重

敏
）

が
、

明

治

三

十
年
代
以

降
の

読
書
文
化
の

変
容
は、

出
版
社
を
通
じ
て

刊
行
さ

れ
た

出
版
物
を
通
じ
て

、

（
ま
た、

学
校
教
育
と

い

う

場
を

通
じ

て
）

「

仏
教
を

学
ぶ
」

と
い

う

読
書
実
践
を
も
た

ら
し

た

の

で

あ
り、

そ

の

読
書
実
践
を

支
え

る
テ
キ

ス

ト

を

提
供
し

た
の

が
、

丙
午
出
版
社
と

い

う

出
版
メ

デ
ィ

ア

の

は
た
し
た

役
割
で

あ
っ

た
。

パ

ネ

ル

の

主
旨
と

ま

と

め

大

　
谷

栄

　
一

　

本
パ

ネ
ル

は、

近

代
日
本
の

革
新

的
な
仏

教
運
動
で

あ
る

新
仏
教
運
動

の

全

体
像
を
明
ら
か

に

す

る

た

め
、

二

〇
〇
七

年
八

月
に

結

成
さ
れ

た

新

佛
教
研
究
会
（
代
表
者
・

吉
永
進
一

氏）

の

研
究
成
果
の

中

問
報
告
と

し

て

実
施
さ

れ
た

。

今
回
は、

「

明
治
仏
教
と

メ

デ
ィ

ア
」

の

分
析
と

い

う

テ

ー

マ

の

下、

仏
教
の

教
説
や

思
想

、

メ

ッ

セ

ー

ジ

等
を
伝
え
る

者
（
発

信
者）

と
伝
え
ら
れ

る

者
（
受

信
者
）

の

間
の

コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

あ

り

方
と

そ
の

手
段
（
メ

デ
ィ

ア）

を

検

討
す

る

た
め

、

「

演
説
」

「

講

演
」

「

大

学
」

「

雑
誌
」

「

出
版

社
」

と

い

う

具
体
的
な
ト

ピ

ッ

ク

を

取
り

上
げ、

四

名
が

報
告
を

行
っ

た
。

　
星

野
報
告
で

は
、

明
治
前
期
の

「

仏
教
演

説
」

に

焦

点
を
当
て、

明
治

十
年
代
中
葉
か

ら

明

治
二

十
年
代
初
頭
ま
で

が

活
発
な

時
期
で

あ
り、

知

識
人

教
化
を

問
題
と

し、

「

演

説
」

と

い

う

新
し

い

媒
体
を

用
い

た

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー
シ

ョ

ン

で

あ
っ

た
こ

と

を
明
ら
か

に

し

た
。

続
く
岡
田
報
告
も

「

仏
教
演

説
」

を

取
り
上
げ、

「

節
談

説
教
」

に

代
わ
っ

て

「

仏
教
演
説
」

と

い

う

新
た
な

教
化
手
法
が

採
択
さ

れ

て

い

く
歴
史
的
経
緯
を

、

西
洋
式

の

修
辞
法
や

弁
論
術
を

導
入
し
た

「

演
説
の

名
手
」

加
藤
咄
堂

（

「

八

七

〇
1
一

九
四

九）

の

著
作
と

活
動
に

注
目
し

て

分
析
し
た

。

岩
田

報
告
で

は、

宗
教

的
伝
統
に

対
す
る

「

白
由
討

究
」

と

い

う
態
度

・

方
法
の

問
題

を

取
り

上

げ、

前
田

慧
雲
（
一

八
五
七

ー
一

九
三

〇）

の

「

自
由
討
究
」

の

主
張
に

対
す
る

西
本
願
寺
教
団
の

対

応
、

前
田
が

学
長
を
務
め

た

高
輪

仏
教
大

学
の

教
育
や

出
版
・

演
説
活
動
を
分
析
し
た
。

大
谷
報
告
で

は
、

高
嶋
米
峰
（
一

八
七
五

ー
「

九
四
九）

ら

に

よ

っ

て

創
設
さ

れ

た

丙
午
出

版
社
の

出
版
活

動
を

対
象
と

し、

明
治

後
期
以

降
、

「

仏
教
」

に

関
す
る

情
報
や
知

識
、

学
知
が

「

出
版
社
」

と

い

う

メ

デ
ィ

ア

を

通
じ

て

ど
の

よ

う
に

公
に

さ

れ
て

い

っ

た

の

か

を

考
察
し

た
。

　
コ

メ

ン

テ

ー
タ

の

赤
松
徹

真
氏
か

ら

は
、

各
報
告
に

対
し

て、

懇
切

丁

寧
な
コ

メ

ン

ト

が

な

さ

れ
た

。

星

野
報
告
に

対
し
て

は
、

真
宗
の

伝
統
で

は

「

法

談
」

や

「

示
談
」

と
し

て

門
徒
に

教
え
を
説
く
こ

と

は

行
わ
れ
て

い

た
が
、

不

特
定
多
数
の

聴

衆
に

対
す
る

「

演

説
」

と

い

う
言
語
行
為
に

は

新
し

さ
が

あ
り、

そ

れ
は
時
代
状
況
と

関
連
し
て

い

た

こ

と

が

述
べ

ら

れ
、

岡
田

報
告
に

は
、

明
治
六

年
の

教
部
省
達
に

よ

っ

て
、

旧
来
の

「

法
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